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課題 

 

次の２つの課題のうち、一つを選択して実施・回答せよ。 余力のある人は、両方やってもよい1。 

 

課題１ （難易度☆☆） この授業でとりあげたプロセッサは、メモリアドレスの算出に専用の加算器

を用いていた。これを用いることなく、既存の ALU をアドレス算出用の加算器として使いたい。  

1.1 目的とするプロセッサのブロック図を書け  

1.2 Verilog HDL による記述を修正して、目的とするプロセッサの記述とせよ。解答は Verilog 

HDL のソース（修正箇所のみで良い）で示せ。 

1.3 シミュレーションによってこのプロセッサが正しく動作することを確認せよ。確認は、アセンブリ

言語で書いたプログラムをアセンブラで機械語に翻訳し、これをModelsimにかけることで行え。

解答はModelsim の出力・メモリダンプなどで示せ。  

 

課題２ （難易度☆☆☆☆☆）この授業でとりあげたプロセッサをパイプライン化せよ。 

2.1 目的とするプロセッサのブロック図を書け（特にパイプラインレジスタ、フォワーディング回路な

どに注意せよ）。 

2.2 Verilog HDLによる記述を修正して、目的とするプロセッサの記述とせよ（解答はVerilog HDL

のソースで示せ）。 

2.3 シミュレーションによってこのプロセッサが正しく動作することを確認せよ。確認は、アセンブリ

言語で書いたプログラムをアセンブラで機械語に翻訳し、これをModelsimにかけることで行え。

解答はModelsim の出力・メモリダンプなどで示せ。   

 

なお、1.2、2.2 では、変更部分が一目でわかるように工夫すること（アンダーライン、赤字など）。 

 

以上 

                                                   
1 1題完答で満点とする。問題による差は設けない。2題回答しても、満点を超える点をつ

けることはない。 


